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❖
の
う
ぎ
ょ
う
政
策
情
報
①

持
続
可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に

　
　
　
　

〜
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
活
用
〜

　

県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を

誇
る
本
市
の
農
産
物
。
県
内
第
３
位

の
耕
地
面
積
を
有
す
る
十
和
田
市
の

農
業
は
、
こ
れ
ま
で
地
勢
を
生
か
し

て
米
、
野
菜
、
畜
産
な
ど
土
地
利
用

型
の
経
営
で
本
市
振
興
の
原
動
力
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
は
年
々
高
齢
化
が

進
み
、
就
農
者
が
減
少
し
て
い
ま
す

（
左
記
グ
ラ
フ
参
照
）
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
多
く
の
農
業
者
が
10
年

後
の
地
域
農
業
に
問
題
が
生
じ
る
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、

地
域
農
業
を
支
え
る
力
強
い
担
い
手

の
育
成
が
必
要
で
す
。
市
で
は
昨
年

12
月
、
国
の
指
針
に
基
づ
き
地
域
ご

と
に
定
め
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
市
内
全
域
の
10
地
域
に
つ
い
て
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
各
地
域
の
農
業
に
携
わ

る
か
た
が
た
の
話
し
合
い
を
経
て
、

地
域
農
業
の
核
と
な
る
農
業
者
や
農

業
法
人
な
ど
を
中
心
経
営
体
と
定
め
、

地
域
の
農
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し

農
業
を
進
め
て
い
く
の
か
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
を
柱
に
、

各
種
支
援
や
給
付
に
よ
り
担
い
手
を

支
え
た
り
、
担
い
手
を
新
た
に
募
る

取
り
組
み
を
行
い
、
地
域
農
業
の
再

生
を
図
り
ま
す
。

地
域
農
業
の
未
来
設
計
図

　
　
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

十和田市を10の地区に分けて昨
年10月から11月にかけ座談会
を開催しました

動
き
出
す

　
　
　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

　

現
在
、
各
地
区
の
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
各
種
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
13
の
中
心
経
営

体
が
機
械
導
入
の
補
助
を
受
け
、
経

営
規
模
の
拡
大
や
農
産
物
の
高
付
加

価
値
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
中

心
経
営
体
は
後
継
に
悩
む
か
た
の
農

地
活
用
の
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
17
人
の
新
規
就
農
者
が
青

年
就
農
給
付
金
の
後
押
し
を
受
け
、

地
域
で
の
農
業
経
営
に
着
手
し
て
い

ま
す
。

地
域
農
業
の
再
生
に
向
け
て

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は

本
市
発
展
の
礎
い
し
ず
えで
す
。
市
で
は
農
業

活
性
化
の
た
め
、
高
付
加
価
値
化
や

６
次
産
業
化
な
ど
各
種
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基
盤
と

な
る
地
域
農
業
は
、
か
つ
て
の
姿
か

ら
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

農
業
に
意
欲
の
あ
る
か
た
は
今
を
契

機
と
捉
え
、
こ
の
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
の
活
用
を
検
討
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　

支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
プ
ラ
ン

に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
は
地
区
ご
と

の
座
談
会
を
経
て
、
年
に
２
度
更
新

し
ま
す
。

　

経
営
拡
充
や
新
規
就
農
を
お
考
え

の
か
た
、
ま
た
、
経
営
縮
小
な
ど
で

農
地
を
貸
し
た
い
か
た
は
是
非
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
４
２

◆新規就農を募り支える
　 取り組み
経営開始型の青年就農給付金
　新規就農者の農業経営が軌道
に乗るまでの間、最長５年間を
支援します。
◇給付額　年額150万円
◇要件　45歳未満で独立・自営
　就農するかた　その他

◆中心経営体を強化する
　 取り組み
経営体育成支援
　経営規模の拡大などを図るた
めに必要な農業用機械や施設の
導入を支援します。
◇内容　融資を受けて農業用機
　械などを導入する際の、購入
　代金の３/10以内または融資
　額のいずれか低い額（上限　
　300万円）

▼「人・農地プラン」による事業の一例
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十和田市の農業就業人口の推移
（農業センサスより）
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減
少
す
る
地
域
農
業
の
担
い
手


